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llZ212ical 英文誌 46巻2号掲載論文和文要旨
摺国道夫・.小亀一弘.・香村長徳"""フクレソゾ(紅色植物門司フジマツモ科)の分類学的ノート

海産紅藻フクレソゾLaurenciamariannensis Yamada (イギス目，フジマツモ科)は，表面細胞聞の二次的壁孔連

絡，枝の先端部の表面細胞の突出，髄層細胞壁の半月状肥厚をもっ種の中で，以下の特徴によって区別される:

色は薄いローズ・レッドで，軟らかい肉質の細い円柱状の軸(最大で直径6∞凹1)をもち，ゆるくもつれる伺旬

枝を出す基部をもっ。さらに，表面細胞には2または3個，毛状枝細胞には I個のサクランポ小体をもつことも

本種の特徴である。(・oω幽0810札幌市北区北 10条西8丁目 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻・903・

0129沖縄県中頭郡西原町字千原 l 琉球大学理学部海洋自然科学科)

UIf Karsten"， Kevin D. Barrow"" and Robert J. King" :着生性マングローブ紅藻ササバアヤギヌ(イギス目)

におけるマンニトールの代謝:長期的野外研究

オーストラリア東部の暖温帯海域に生育する着生性の紅藻ササパアヤギヌ (CaJogJossaJeprieurii (Montagne) J. 

Ag副 h)のマンニトールと紅藻デンプンの濃度を 1年間にわたって野外で調査した。気温と水温，日長時間，降

雨量といった環境因子に関しでも測定をおこなった。採集サンプル毎にマンニトールと紅藻デンプンの濃度は大

変異なったが，季節的な変動は示さず，非生物的な環境要因とも直接の相関は見出せなかった。非常時における

呼吸基質としての貯蔵デンプンの役割について論議した。すべてのデータはササパアヤギヌの生産量とバイオマ

スは短期間の非生物的，生物的要因に影響され，季節の違いによってもたらされる環境変動の影響は受けないこ

とを示している。これらに加えて，マンニトール回路に関与している3つの高度に特異的な酵素(マンニトール.

1・リン酸脱水素酵素，マンニトール・1・リン酸化酵素，マンニトール脱水素酵素)と 1つの非特異的酵素(ヘキソ

キナーゼ)の活性を2週間おきに無細胞抽出液において測定した。すべての酵素の活性は年聞を通して大きく変

動したが季節に対しでも，お互いの関係に対しでも明確な変導パターンは示さなかった。本研究の結果から，サ

サパアヤギヌは季節変動予測型ではなく，季節変動対応型であると言える。(・SchoolofBiological Science， University 

ofNewSou血Wales，Sydney， New South Wales 2052， AI凶位姐ia，"Sch∞1 of Biochemistry佃 dMolecular Genetics， University 
ofNew South Wales， Sydney， New South Wales 2052， Aus回 lia)

Isabella A. Abbott :中央太平洋産紅藻類についての新種友ぴ新組み合わせ

紅藻類5属の6新種を記載する。新組み合わせPoJyopeshakaJauensisについても報告する。これらはハワイ諸島

の紅藻類に関する冊子の準備段階で遭遇した種類である。 Halymenialesの中で、 HaJymeniaの葉片状の藻体をもっ

2種、 H.cromweJJii sp. nov.とH.s中，itatasp. nov.は、 2番目の種が柄を有する点を含め、外形及び体構造の違い

により他の種とは区別される。 HaJymeniahakaJauensisはPoJyo.戸sに移されP.hakaJauensis (Tilden) Abbattとなり、
P. hawaiiensisはシノニムと考えられる。町'onitisの新種、 R印刷nbiferaは散房状分枝様式を示し、ほぼ羽状から

二叉状様分枝を示す日本やカリフォルニアの種とは異なる。 Gigartinalesでは、 Chon，伽can伽sokamurae Abbottは

Okamuraが認識していたGig.副帥(現在のChon伽倒的usteneJJus)に含まれた I標本につけられた名であり、こ

れは円柱状の軸を持ち、 C.teneJJus (Harvey) Hommersandは全体を通して扇平でありこれとは異なる。

ChonclI百can的usintennedius (Suri略的HommersandはC.teneJJusのシノニムになる。ハワイにおける C.teneJJusの

存在はアジアからの新たな分布記録である。3新種、 Ceramiumtranquillum Meneses (Ceram伺倒的、 Dasyakristeniae 

sp. nov.およびDasyamurrayana Abbott & Millar (Dasyaceae)がCeramialesに加えられる。 Ceramium11加 quillumの特

徴は節部皮層帯の3-5倍の高さがある節間部、および節間部の直径を超えない節部皮層衛で、成熟期以外縁は

平たんである。 Dasya制 :steniaeはほとんど皮層を欠いた小さな着生藻で、四分胞子嚢stichidiaは方形で先端は曲

がるか傾き、議果は果皮のくびれより上部がフレア状に広がる果孔を持つ。Dasyam四百Iyanaは初めDasyaiyengarii 
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Boergesenと誤認されていたが、それらの藻体の再調査の結果それらが連続的な皮層を全体に持つことが示され、

そしてDasyaiyengariiは基部を除いてほとんど皮層を欠いている。 Dasyamun百Iyanalま叢生し、主要な軸と同等の

サイズの無限生長枝を持ち、体は岩の上に生育する、一方Dasyaiyengariiは叢生せず、無限生長枝は細〈、着生

藻である。(Departmentof Botany， University of Hawaii， 3190 Maile Way， Honolulu， HI96822 and Bishop Museum， PO 

Box 19000-A， Honolulu， HI 96817 USA) 

Geoffrey W. Woolcott and Robert J. King :東オーストラリアの暖温帯に生育するアマノリ属とウシケノリ

属(ウシケノリ科，紅色植物門):形態と分子による研究

東オーストラリアの暖温帯水域には3種類のウシケノリ科植物しか生育していない事が形態的研究から確かめ

られた:すなわちBangiaatroputpurea， Potphyra coJumbinaそしてPotphyradenticuJataである。ルピスコの大小サ

プユニット遺伝子の一部分とスペーサー領域のDNA塩基配列の解析結果もこれらアマノリ属2種に関する分類学

的結論を支持するものであった。これら2種聞にはかなりの塩基置換が見られ，一方地理的に離れたP.coJumbina 

株間では強い遺伝的類似性が見られた。塩基配列の解析は地理的に離れたウシケノリの株聞にも強い類似性が見

られることを示したが，南半球のB.a加TpU'P帥aと北半球の本種の塩基配列が異なることからこの分類群の分類

については再検討する必要がある。分子のデータはウシケノリ属とアマノリ属が同属と扱ってもよいくらい近縁

であることを示している。 (Schoolof Biological Scienc哩，University of New South Wa1es， Sydney， New South Wa1es 

2052， Austra1ia) 

Antonia円ores-Moyaand Jose A. Fernandez :潮間帯海藻セイヨウハパノリ (カヤモノリ目，褐藻植物門)

の空中および水中における光合成における光と無機炭素の利用

潮間帯に生育する海藻セイヨウハパノリ Pe胞loniafascia(O.F.Muller)Kuntze (カヤモノリ目，褐藻植物門)の光

合成能を，空気中と水中におけるみかけの光合成速度と光強度および無機炭素との関係から調べた。光利用に関

して，水中における純光合成量は空気中(十分に含水処理した業体)に較べて5.7倍であった。空気中と水中で

の光補償点は，それぞれ5.9と3.0問101photons m・2S.lであった。水中での飽和開始点パラメータと光合成効率は

空気中よりもそれぞれ77%と25%大きかった。暗呼吸の速度は浸潰条件に比較して露出条件の場合の方がlβ大

きかった。これらのデータは，セイヨウハパノリの光に対する光合成の反応性が潮間帯種よりは漸深帯種に類似

していることを示唆している。このことは，葉状部が生長する冬期間に葉状部が潮間帯で嵐や波の影響で継続的

に浸漬状態になる事によっても説明される。さらに，光合成活性を保つ組織の最小限の水分含量は20%程度で

あった。水中での無機炭素濃度に対する純光合成能は空気中の1.5倍であった。自然条件で供給される無機炭素

量から見れば，両環境状態ともに光合成は飽和状態であった。空気中での無機炭素に対する親和性ならびに無機

炭素の伝導度は，水中よりも2桁高かった。しかし，藻体を浸潰した状態での光合成能が露出状態よりも高いこ

とは，ゼイヨウハパノリが外部HC03・の同化能，あるいはCO2濃縮機構をもつことを示唆している。 (Dep釘加ent

ofPlant Bio10gy， Facu1ty of Sciences， University ofMa1aga， Campus de Teatinos 蜘，E-29071Ma1aga， Spain) 

Eric Coppejans， Olivier De Clerck and Frederik Leliaert :パプアニューギニアに産する Caulerpasedoides 

f. geminata (ミル目，緑色植物門)およびその他のC.sedoidesの品種の再評価

Cauletpa sedoides f. geminataのタイプ標本の研究から，元々の記載と図は不正確で，それにより混乱が生じて

いたことが示された。タイプ標本と最近パプアニューギニアから採集された標本との比較をおこなった。正確で

より詳細な記載と図を掲載し，さらに他の対生の小枝をもっ種との比較をおこなった。C.sedoidesの他の品種 (f.

crassicaulis， f. tasmanica， f. mixta)に関しておよび本種の地理的分布についての論議をおこなった。(Laboratoryof 

Bo刷 y，Department of Bio10gy， Gent Uni四回ty，K.L.Ledegancks回 at，35・蜘oGent， Be1gium) 

今井一郎・.金 武燦.・長崎慶三"・板倉 茂H ・石田祐三直下“:日本の沿岸海域における赤潮ラフィド藻お

よび殺藻微生物の動態と関係

1992年と 1993年に，北部広島湾と播磨灘において，赤潮ラフイド藻2種(臼attoneJJaantiquaとHeterosigma
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akashiwo)およびそれらに対する殺藻微生物の経時的密度変動を，マイクロプレートを用いたMPN法により調べ

た。播磨灘においては両年とも，両赤潮種共に 1細胞ml-I以下の低密度でしか出現せず，両者に対する各々の殺

藻微生物数も 2ml・1以下の低密度でしか検出されなかった。広島湾においても， C. antiquaは1細胞ml-I以下の

低密度でしか観察されず，C. antiqua殺藻微生物も低密度 (3Aml-1以下)で推移した。一方H_akashiwo は，両

年共に広島湾奥部において6月に赤潮を形成した。 H_akashiwo殺滅微生物はH.akashiwoの個体群動態と密接に

関連しており ，H. akashiwoの増殖を追いかけて増加し，最大密度はH.akashiwoの赤潮が崩壊し始めた後に観察

された。その高密度状態は赤潮の崩壊後，最低1週間以上維持され，その後減少に転じた。C.antiqua殺滅微生

物は，広島湾においてH.akashiwo赤潮が発生した両年共，一貫して密度が低かった。したがって，H. akashiwo 

赤潮の発生と崩壊において殺藻微生物は種特異的な関係を持ち，北部広島湾のような沿岸海域において急速な赤

潮の消滅に貢献しているものと考えられる。 (*ω6-8502京都市左京区来た白川追分町 京都大学大学院農学研究

科応用生物科学専攻海洋微生物学講座， **739・0452広島県佐伯郡大野町丸石2-17・5 水産庁南西海区水産研究所

赤潮環境部赤潮生物研究室J柿 729・0292広島県福山市学園町一番三蔵福山大学工学部海洋生物工学科)

畠中芳郎・稲岡 心・小林修・東原昌孝・槍山圭一郎:耐塩性緑藻Dunaliellaparvaの細胞表層構造のリゾ

チームに対する感受性

surface coatと呼ばれているDunalieIlaparvaの細胞表層構造について、各種分析を行った。数種の細胞壁分解酵

素での分解反応や電子顕微鏡による微細構造の解析により、蛋白質分解酵素だけでなくリゾチームに対しでも感

受性の糖蛋白質を含む、特別な細胞表層構造がDuna1ieIlaparvaには存在することが判明した。

この分解酵素感受性については、細胞の電気泳動的性質や酵素処理後に細胞外に溶出するグリセロールを定量

することなどによっても確認された。また、免疫学的試験から、 Duna1ieIlaparvaの細胞表層の糖蛋白質はペプチ

ドグリカンと類似の構造であることが示唆された。 (536・∞'25大阪市城東区森ノ宮1-6・50 大阪市立工業研究所)
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Aparat Mahakhant・PatchareePadungwong・VullapaArunpairojana・PoonsookAtthasampunna :微細

藻類抽出液を用いたやえなり種子に感染するカビMacrophominaphaseolinaの増殖制御

Ca10曲lxsp.TISτR8906の摘出液に含まれる抗カピ抗生物質の性質を植物感染カピに対する増殖阻害効果を指

標に調べた。抗カピ抗生物質の産生の最適培地は窒素源.フリーBGA培地の組成を変えて調整した。すなわち，

窒素源・フリーBGA培地に硝酸ナトリウムとリン酸二カリウムをそれぞれ1.5g/リットル添加し，塩化ナトリウ

ムの添加量を3伽ザリットルに削減し，培地の初期pHを7.0にした培地を調整した。本培地によってCa10由なの

増殖，坑カピ活性および坑カピ物質の産生は窒素源.フリーBGA培地の場合に比べてそれぞれ2.6倍， 4倍および

10倍に増加した。 Ca10白rixの粗抽出を植物感染カピMacrophominaphaseolinaに感染した「やえなりJの種子(mung

bean)に噴霧(250mg/種子)した時のカピの増殖阻害効果は市販の坑カピ剤mancozebを同様に噴霧(2帥 ng/種子)

した時の限害効果と実験室においてもポットを用いた実験においてもほぼ同じであることが確認された。(Bangkok

MIRCEN，百組landIn副知飽ofScientific and Tec加。logil叫 Re関町叩lSTR)，196 Ph油onyo白血Road，印刷chak，Bangkok 

10900， Th剖land)

中川英紀・.村田道雄・.橋 和夫・.柴田直義ラジカルスカベンジャーおよび細胞毒性物質検索のための付

着性渦鞭毛藻のスクリーニング

坑酸化物質/ラジカルスカベンジャと細胞毒性物質を検索するために，研究室で培養した4種10株の付着性渦

鞭毛藻の抽出物を調べた。抗酸化物質の測定はラット肝臓のミクロソーム脂質のFe3+ -nitrilotriacetic acid複合体

(Fe3+-悶 'A)による酸化を行い，生成する過酸化脂質をチオパルピツール酸(百A)比色法でする方法を用いた。細




